
対
談
動
画
を
流
す
予
定
で
あ

る
。一

部
に
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

シ
ョ
ー
っ
て
、
最
近
、
人
気

な
い
ん
で
し
ょ
」「
出
て
も
意

味
が
あ
る
ん
で
す
か
」
と
言

う
人
々
（
批
評
家
的
・
傍
観

者
的
・
消
極
的
選
択
）
が
い

る
。Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
と
し
て
は
、
シ

ョ
ー
の
お
役
に
立
つ
た
め

に
、
自
分
達
で
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
、
と
い
う
心
意
気

で
、
対
談
動
画
を
作
成
す

る
。
当
日
は
、出
展
企
業（
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
会
員
や
総
合
防
犯
士

会
な
ど
）
の
方
々
と
連
帯
し

て
、
シ
ョ
ー
を
盛
り
上
げ
た

い
。
積
極
的
自
由
へ
の
道
を

歩
ん
で
い
き
た
い
。
そ
の
合

言
葉
は
『
協
働
防
犯
』
で
あ

る
。

.jp/menu_news/s-news/0
1kiban17_02000043.html

２
０
２
３
・
６
・
15

７
月
20
日
（
木
）
～
21
日

（
金
）
開
催
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
シ
ョ
ー
大
阪
２
０
２
３

（
会
場
：
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
）
に
出
展
し
ま
す
。
会
員

各
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

パ
ネ
ル
展
示
を
し
て
お
り
ま

す
。
小
売
業
な
ど
多
く
の
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

https://messe.nikkei.co
.jp/sa/

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

大
阪
（
７
／
20
・
７
／
21
）

の
前
日
か
ら
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
で
、

「
永
劫
の
使
命
」（
仮
題
）
の

絡
・
検
討
会
議
（
才
門
事
務

局
次
長
）

⑥
そ
の
他（
増
井
委
員
長
）

（
６
）
来
賓
挨
拶　

警
察
庁

生
活
安
全
局
長　

山
本
仁
様

　

16
：
20

（
７
）
質
疑
応
答　

16
：
30

（
８
）
閉
会　

    

16
：
40

●
意
見
交
換
会 

17
：
00

理
事
長
挨
拶

来
賓
挨
拶　

警
視
庁
副
総

監　

池
田
克
史
様
、
他　

乾
杯　

警
視
庁
生
活
安
全

部
長　

青
山
彩
子
様

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
総
会
だ
け
で
な

く
、
万
防
機
構
の
総
会
に
お

い
て
も
「
協
働
防
犯
」
と
い

う
合
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

そ
の
プ
ロ
セ
ス
２　

最
新

の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
ペ

ー
ジ
よ
り

２
０
２
３
・
６
・
15

昨
日
よ
り
「
２
０
２
３
年

度
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
技
術
基

準
委
員
会
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

全
会
員
向
け
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
機
器
と
防
犯
カ

メ
ラ
と
ロ
ス
・
プ
リ
ベ
ン
シ

ョ
ン
推
進
す
る
工
業
会
と
し

て
、
各
社
及
び
関
係
の
皆
様

に
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
法
律
関
係
な
ど
を
ま
と

め
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

【
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
技
術
基
準
委

員
会
】
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
ア
ン
ケ

ー
ト
フ
ォ
ー
ム
（
提
出
期

限
：
６
／
30 

17
：
00
ま
で
）

https://forms.office.
com/r/mt4ZA2Yb5h

【
関
連
情
報
】
令
和
５
年

度
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間

 https://www.soumu.go

◀
万
防
機
構
の
総
会
は
６

月
13
日
（
火
）
に
同
じ
く
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
、
70

名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。
詳
細
は
万
防

時
報
33
号
で
お
伝
え
す
る
予

定
で
あ
る
。

日
時
：
２
０
２
３
年
６
月
13

日
（
火
）
15
：
00
～
16
：
40

会
場
：
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
（
東
京
都
千
代
田
区
六
番

町
15
・
四
ツ
谷
駅
前
）

●
通
常
総
会

（
１
）
開
会　
　

15
：
00

（
２
）
理
事
長
挨
拶

（
３
）
議
長
選
出

（
４
）
議
事

第
１
号
議
案　

２
０
２
２

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

２
０
２
３

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
計
画
に
つ
い
て

（
５
）
活
動
報
告　

15
：
30

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員

会
（
吉
川
委
員
長
）

②
渋
谷
書
店
万
引
対
策
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
阿
部
事

務
局
長
）

③
Ｌ
Ｐ
教
育
制
度
作
成
委

員
会
（
近
江
委
員
長
）

④
日
本
宝
く
じ
協
会
の
助

成
事
業
（
加
藤
委
員
長
）

⑤
重
要
万
引
犯
罪
情
報
連

▶
４
名
の
感
謝
状
贈
呈
者

▶
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な

っ
て
い
た
筑
波
山
神
社
参
拝

を
総
会
翌
日
に
実
施
し
た
。

本
紙
連
載　

令
和
２
年
５
月

10
日
号
「
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
20
年
史

　

愛
と
忍
耐
と
決
意*

つ
な

が
る
心
」
で
書
か
れ
て
い
た

夢
が
３
年
遅
れ
で
実
現
し

た
。

https://www.jeas.gr.jp/
pdf/20210510.pdf

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
．
来
賓
挨
拶　

個
人
情

報
保
護
委
員
会
事
務
局　

企

画
官　

大
星
光
弘
様

▶
推
薦
製
品
制
度
の
説
明

（
小
生
）

▶
新
規
役
員
、
新
規
会

員
、
推
薦
製
品
認
定
の
記
念

写
真来

賓
挨
拶　

総
務
省　

総

合
通
信
基
盤
局　

電
波
部
電

波
環
境
課　

課
長
補
佐　

藤

原
史
隆
様

報
告７

．
感
謝
状
贈
呈　

株
式
会
社
三
宅 

代
表
取

締
役
社
長　

三
宅
正
光
氏

（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
副
会
長
）

一
般
財
団
法
人
流
通
シ
ス

テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
元
調
査

部
長　

佐
藤
聖
氏
（
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
顧
問
）

北
海
道
大
学　

准
教
授　

日
景
隆
様

ひ
か
り
総
合
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

板
倉
陽
一
郎
様

８
．
来
賓
挨
拶　

総
務
省　

総
合
通
信
基
盤

局　

電
波
部
電
波
環
境
課　

  

課
長
補
佐　

藤
原
史
隆
様

第
２
部　

記
念
講
演
会

 

（
14
：
00
～
16
：
00
）　

〈
９
階
ス
ズ
ラ
ン
〉

特
別
講
演
の
テ
ー
マ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
小
売
業
全

体
で
実
践
！
そ
し
て
宇
宙
へ

の
道１

．〝
学
校
教
育
の
未
来
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
〟

神
奈
川
大
学
附
属
中
・
高

等
学
校
副
校
長　

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ロ
ボ

ッ
ト
競
技
会
実
行
委
員
長     

　

小
林
道
夫
様

２
．〝
小
売
業
の
チ
エ
ッ
ク

ア
ウ
ト
改
革
と
防
犯
・
ロ
ス

対
策
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〟

一
般
社
団
法
人
リ
テ
ー
ル

Ａ
Ｉ
研
究
会 

理
事  

株
式
会

社
Ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｉ
ｌ　

Ａ
Ｉ
兼  

株
式
会
社　

ト
ラ
イ
ア
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　

西
川
晋
二
様

Ｓ
会
報
39
号
で
お
伝
え
し
た

い
と
思
う
。

工
業
会
日
本
万
引
防
止
シ

ス
テ
ム
協
会
令
和
５
年
度
通

常
総
会
開
催
概
要

…
ロ
ス
対
策
・
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
＊
つ
な
が
る
心
が

生
む
新
世
界　

～
協
働
防
犯

～
…

日
時　

２
０
２
３
年
６
月
２

日
（
金
）
13
：
00
～
（
受
付

開
始
12
：
40
）

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ　

第

１
・
２
部　

９
Ｆ
ス
ズ
ラ
ン

　

第
３
部　

８
Ｆ
ス
イ
セ
ン

１
部　

総
会

（
13
：
00
～
13
：
45
）　

〈
９
階
ス
ズ
ラ
ン
〉

１
．
開
会

２
．
会
長
挨
拶

３
．
議
長
選
出

４
．
議
案

第
１
号
議
案
：
令
和
４
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
の

件
第
２
号
議
案
：
推
薦
製
品

制
度
の
発
令
、
推
薦
製
品
の

紹
介第

３
号
議
案
：
令
和
５
年

度
組
織
・
人
事
の
件

第
４
号
議
案
：
令
和
５
年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
の

件
新
役
員
挨
拶
、
新
会
員
へ

の
会
員
証
授
与
、
記
念
写
真

５
．
閉
会

（
13
：
25
頃
を
予
定
）

６
．
推
薦
製
品
認
定
制
度

や
セ
ル
フ
レ
ジ
対
策
進
捗
の

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
が
、「
今
は
や

ぶ
へ
び
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
を
発
表
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
安
全
対
策
に

寄
与
す
る
の
だ
か
ら
」
と
い

う
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
消

極
的
自
由
は
後
に
大
き
な
リ

ス
ク
を
孕
む
こ
と
に
な
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
通
常

総
会
が
６
月
２
日
（
金
）
に

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開

催
さ
れ
た
。
会
場
参
加
が
70

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で
80

名
が
参
加
さ
れ
た
。
さ
ら
に

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
で
１

１
０
名
以
上
の
方
々
に
ご
視

聴
い
た
だ
い
た
。
詳
し
い
講

演
録
な
ど
の
内
容
は
Ｊ
Ｅ
Ａ

情
報
（
顔
画
像
）
漏
洩
に

関
す
る
注
意
喚
起
』
を
発

出
し
ま
す
。（
注
意
喚
起
文

　

https://www.jeas.gr.jp/
pdf/20230530.pdf

）

な
ぜ
、
万
引
防
止
の
団
体

が
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
冊
子

を
作
る
の
か
？
と
質
問
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
が

経
産
省
指
定
の
唯
一
の
カ
メ

ラ
等
の
工
業
会
で
あ
り
、
三

年
前
に
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の

冊
子
を
作
成
し
た
経
緯
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

https://www.jeas.gr.jp/
pdf/20200710.pdf

今
回
も
「
や
ぶ
へ
び
に
な

る
の
で
、
や
ら
な
い
方
が
良

松
田
氏
は
「
普
段
か
ら
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
意
識
を
持
つ

こ
と
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
企
業
継
続
の
一
つ
と

捉
え
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
む
こ
と
が
重
要
で

す
」と
呼
び
掛
け
た
。ま
た
、

経
済
産
業
省
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
経
営
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（https://www.meti.

go.jp/policy/netsecurity/
mng_guide.html

）
や
Ｉ
Ｐ

Ａ
「
中
小
企
業
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第
３
・
１
版
」（https://

www.ipa.go.jp/security/
guide/sme/about.html

）
の

有
用
性
に
つ
い
て
言
及
が
あ

っ
た
。

２
０
２
３
・
５
・
25

読
売
新
聞
５
月
24
日
「
検

温
カ
メ
ラ
に
顔
画
像
、
転
売

品
に
９
０
０
点
保
存
の
例
も

…
購
入
者
「
出
品
者
は
気
づ

い
て
い
な
い
の
で
は
」
に
関

し
、
本
日
17
時
よ
り
拡
大
カ

メ
ラ
画
像
安
全
利
用
推
進
委

員
会
を
開
催
し
、
製
品
の
転

売
や
廃
棄
の
際
の
デ
ー
タ
消

去
の
徹
底
を
話
し
合
い
ま

す
。２

０
２
３
・
５
・
30

本
日
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
工

業
会
、
認
定
個
人
情
報
保
護

団
体
〈
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報

保
護
指
針
〉
の
責
務
を
も
っ

て
『
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
等

に
保
存
さ
れ
て
い
る
個
人

偉
い
先
生
方
だ
け
に
頼
る
こ

と
な
く
、
自
分
達
で
議
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
セ

ミ
ナ
ー
や
調
査
も
積
極
的
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
消
極
的

な
結
果
よ
り
も
積
極
的
な
プ

ロ
セ
ス
を
重
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ち
ょ
っ
と
大
げ

さ
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
を
心
に
刻
む
た

め
に
、
こ
の
連
載
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

そ
の
プ
ロ
セ
ス
１　

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
ペ

ー
ジ
に
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

２
０
２
３
・
５
・
17

５
月
16
日
（
火
）
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
緊
急
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
現
状
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
」
が

開
催
さ
れ
、
30
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
本
社
を
置

く
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

企
業
・
サ
イ
バ
ー
ジ
ム
ジ
ャ

パ
ン
の
松
田
孝
裕
取
締
役
Ｃ

Ｏ
Ｏ
が
講
師
を
担
当
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
３
月
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
松
田
氏
が

出
演
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

現
状
と
同
社
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
内
容
に
関
す
る
番
組
映
像

を
紹
介
。
国
内
外
の
直
近
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
事
例
を
報
告

し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必

要
か
説
明
し
た
。
具
体
例
と

し
て
自
社
で
実
施
し
て
い
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
内
容
を
解

説
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
映
内
容

い
る
も
の
を
世
界
か
ら
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
そ

ん
な
も
の
は
欲
し
く
な
い
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
欲
し
い
も
の

を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
な

ら
、
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
を
求
め
る
よ
う
自

分
に
言
い
聞
か
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
深
み
へ

の
、
あ
な
た
方
が
世
界
の
あ

ら
ゆ
る
恐
る
べ
き
悪
に
対
し

て
自
分
を
閉
じ
込
め
よ
う
と

試
み
る
で
あ
る
。
内
な
る
砦

へ
の
精
神
的
な
後
退
の
形
で

あ
る
。
内
な
る
砦
へ
の
戦
略

的
退
却
と
は
権
威
主
義
や
抑

圧
の
正
当
化
に
つ
な
が
る
。

消
極
的
自
由
、
積
極
的
自

由
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
イ
ザ

イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
（
Ｉ
ｓ
ａ

ｉ
ａ
ｈ　

Ｂ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
）

に
よ
っ
て
、『
自
由
論
』（
Ｔ

ｗ
ｏ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｓ

　

ｏ
ｆ　

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｙ

／
１
９
６
９
年
）
で
提
唱
さ

れ
た
概
念
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
学
を

中
心
と
し
た
分
野
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た

「
自
由
」
と
い
う
概
念
に
つ

い
て
、
２
つ
に
区
別
し
て
使

う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

社
会
の
近
代
化
に
よ
っ

て
、
個
人
は
伝
統
的
な
規
範

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
孤
独
に

な
っ
た
。
孤
独
な
個
人
は
安

心
感
を
求
め
て
、
ナ
チ
ス
を

代
表
と
す
る
権
力
や
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
惹
き
つ
け
ら
れ

全
体
主
義
を
支
持
し
た
。
消

極
的
自
由
だ
け
で
は
人
は
孤

独
な
ま
ま
で
、
最
後
に
自
ら

の
自
由
、
そ
し
て
命
を
捨
て

る
こ
と
な
る
。　
　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、

積
極
的
自
由
と
し
て
の
能
動

的
な
行
動
が
必
要
で
あ
る
。

身
の
ま
わ
り
の
こ
と
で
例
え

る
な
ら
、
な
ん
と
な
く
そ
う

な
っ
た
。
社
会
の
考
え
方

で
、
な
ん
と
な
く
そ
う
な
っ

た
。
で
は
な
く
、
具
体
的
な

指
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

り
、
社
会
的
な
議
論
を
行

い
、
公
正
な
手
続
き
を
経

て
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
防
犯
カ
メ
ラ
や
顔
識

別
カ
メ
ラ
（
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
）も
し
か
り
で
あ
る
。積
極

的
自
由
に
向
か
う
た
め
に
、

１
９
４
１
年
、
当
時
の
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
は
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
の
進
撃
を
阻
止
す
る
た

め
、
ド
ニ
プ
ロ
川
の
ダ
ム
を

爆
破
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

発
生
し
た
洪
水
で
は
、
ソ
連

の
国
民
数
千
人
が
犠
牲
に
な

っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
６
月
６
日
に
ロ

シ
ア
軍
が
支
配
す
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
南
部
ヘ
ル
ソ
ン
州
の
カ

ホ
フ
カ
水
力
発
電
所
の
ダ
ム

が
爆
発
で
決
壊
し
た
。
下
流

で
は
多
く
の
集
落
が
水
没

し
、
ド
ニ
エ
プ
ル
川
西
岸
の

約
１
万
６
千
人
が
「
危
険
地

帯
」に
い
る
。専
制
国
家
や
権

威
主
義
国
家
は
国
民
の
犠
牲

を
い
と
わ
な
い
よ
う
だ
。
近

代
以
降
、
飢
餓
が
発
生
し
て

い
る
の
は
専
制
国
家
や
権
威

主
義
国
家
だ
け
で
あ
る
。
消

極
的
自
由
を
選
択
し
た
人
々

だ
け
で
あ
る
。

招
待
８
カ
国
、
７
つ
の
国

際
機
関
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統

領
が
参
加
し
た
広
島
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
以
降
、
ロ
シ
ア
の
攻

撃
が
苛
烈
さ
を
増
し
て
い

る
。
核
兵
器
発
射
へ
の
危
険

さ
が
増
し
て
い
る
。
た
と
え

１
０
０
％
の
悪
で
あ
っ
た
と

し
て
も
ロ
シ
ア
の
対
話
を
再

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
和
憲
法
を
掲
げ
る
日
本
人

の
真
の
役
割
は
、
核
戦
争
や

第
三
次
世
界
大
戦
へ
の
引
き

金
を
引
か
せ
な
い
た
め
に
、

停
戦
や
和
平
へ
の
動
き
を
活

発
化
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
あ

る
。
当
事
国
が
テ
ー
ブ
ル
に

つ
か
せ
る
た
め
の
積
極
的
自

由
へ
の
選
択
が
不
可
欠
で
あ

る
。

★
イ
ソ
ッ
プ
物
語
「
酸
っ
ぱ

い
ブ
ド
ウ
」
か
ら
学
ぶ
教
訓

と
は
？ 

「
酸
っ
ぱ
い
ブ
ド
ウ
」
の

お
話
の
主
人
公
は
キ
ツ
ネ
。

キ
ツ
ネ
は
お
い
し
そ
う
な
ブ

ド
ウ
を
見
つ
け
ま
す
が
、
そ

れ
は
と
て
も
高
い
と
こ
ろ
に

実
っ
て
い
て
、
と
て
も
届
き

ま
せ
ん
。
ブ
ド
ウ
を
諦
め
る

際
、
キ
ツ
ネ
は
「
あ
の
ブ
ド

ウ
は
酸
っ
ぱ
く
て
美
味
し
く

な
い
は
ず
だ
」
と
言
い
残
し

て
立
ち
去
り
ま
す
。

「
酸
っ
ぱ
い
ブ
ド
ウ
」
の

教
説
で
は
、
本
当
に
望
ん
で

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
４ 

協
働
防
犯（
3
）

消
極
的
自
由
の
選
択
は
権
威
主
義
や
抑
圧
の
正
当
化
を
生
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）

西川晋二様小林道夫様

大星光弘様

藤原史隆様


